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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、検
討
中
の

山
陰
道
が
生
活
や
産
業
活
動
に
役
立
つ
道

路
と
な
る
よ
う
に
、地
域
の
皆
さ
ん
が
日

頃
感
じ
て
い
る
道
路
の
課
題
や
、地
域
が

求
め
て
い
る
道
路
の
役
割
な
ど
を
国
土
交

通
省
が
聴
取
し
、山
陰
道
の
整
備
計
画
に

地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
大
変
重

要
な
調
査
で
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
は
、今
後
の
ル
ー
ト
案
の
検
討
な
ど
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
期
間

12
月
９
日
ま
で

益田市小浜～萩市田万川間の
アンケート調査への協力をお願いします

△須佐・田万川地域に郵送される
アンケート用封筒
上：各世帯宛て、下：事業所宛て

山陰道 の早期整備に向けて（益田〜萩間）

　
「
通
勤
時
間
が
短
縮
で
き
る
山
陰
道
を

早
く
造
っ
て
ほ
し
い
」、　
「
山
陰
道
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
で
、
道
の
駅
『
ゆ
と
り
パ

ー
ク
た
ま
が
わ
』に
お
客
さ
ん
が
増
え
る
。

観
光
客
に
も
便
利
が
良
い
よ
う
に
道
の
駅

に
近
い
と
こ
ろ
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

造
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
、
山
陰
道
に
望
む

具
体
的
な
こ
と
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

山
陰
道
の
整
備
効
果
も

ぜ
ひ
ご
記
入
く
だ
さ
い

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

◦
急
カ
ー
ブ
、急
な
坂
が
あ
る
な
ど
国
道

１
９
１
号
の
課
題

◦
救
急
搬
送
に
時
間
を
要
す
る
、農
産
物

の
販
路
拡
大
の
必
要
性
な
ど
、地
域
の
将

来
を
見
据
え
た
改
善
す
べ
き
課
題

◦
山
陰
道
を
利
用
し
や
す
い
道
路
と
す
る

た
め
の
ア
イ
デ
ア

◦
山
陰
道
の
必
要
性
な
ど

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
種
類

▽
須
佐
・
田
万
川
地
域
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト

　

須
佐
・
田
万
川
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
、

事
業
所
を
対
象
と
し
た
調
査
で
す
。ご
自

宅
や
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。回
答
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
、

書
き
方
に
不
安
が
あ
る
な
ど
、お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、土
木
課
、各
総
合

事
務
所
・
支
所
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
道
路
利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
　

萩
市
内
で
は
道
の
駅
、市
役
所
本
庁
、各

総
合
事
務
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
配
置

さ
れ
ま
す
。須
佐
・
田
万
川
地
域
以
外
の

方
も
、こ
れ
ら
の
場
所
で
回
答
で
き
ま
す
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト　

国
土
交
通
省
浜
田
河
川
国
道
事
務
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.cgr.m
lit.

go.jp/ham
ada/sanindo/koham

aenq
uete/

）か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
で

き
ま
す
。須
佐
・
田
万
川
地
域
以
外
の
方

も
回
答
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

①
急
カ
ー
ブ
や
急
な
坂
が
多
い

　

益
田
市
小
浜
～
田
万
川
間
に
お
け
る

唯
一
の
幹
線
道
で
あ
る
国
道
１
９
１
号

は
、急
カ
ー
ブ
や
急
な
坂
が
あ
る
た
め
、

安
全
な
自
動
車
等
の
走
行
を
妨
げ
て
い

ま
す
。

②
正
面
衝
突
事
故
の
発
生
割
合
が
全
国

平
均
を
上
回
る

　

死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
正
面
衝
突
事
故
の
発
生
割
合
が
全

国
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
特
に

ト
ン
ネ
ル
内
や
急
カ
ー
ブ
で
の
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

国
道
１
９
１
号
の
課
題

③
有
効
な
迂
回
路
が
な
く
、
災
害
時
な

ど
は
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
も

　

事
故
や
災
害
に
よ
り
、
国
道
１
９
１

号
が
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
た
場
合
、

有
効
な
迂
回
路
が
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成

25
年
の
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
の
と

き
に
は
、
国
道
１
９
１
号
に
加
え
、
国

道
３
１
５
号
も
通
行
止
め
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
田
万
川
地
域
と
益
田
市
の
間

の
移
動
に
、
通
常
30
分
の
と
こ
ろ
が
約

１
７
０
分
と
、
５
倍
以
上
も
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。

④
命
を
守
る
た
め
に
も
必
要
な
「
山
陰

道
」

　

こ
う
し
た
国
道
１
９
１
号
の
課
題
は
、

12/9
まで

↖

　
山
陰
道
は
、
鳥
取
県
鳥
取
市
を
起
点
に
、
島
根
県
益
田
市
、
阿
武
町
、
萩
市
を

経
由
し
て
下
関
市
の
小
月
に
至
る
、
総
延
長
約
３
８
０
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路
で

す
。
益
田
市
～
萩
市
間
（
約
60
㎞
）
の
う
ち
、「
益
田
市
小こ
は
ま浜
～
田
万
川
間
」、「
木

与
付
近
」、「
大
井
～
萩
間
」
の
３
区
間
は
、
優
先
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

選
定
さ
れ
、
現
在
、
整
備
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
益
田

市
小
浜
～
萩
市
田
万
川
間
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
小お
が
わ川
忠た
だ
ふ
み文

さ
ん（
下
関
市
）
か
ら
萩
市
に
寄
贈
さ
れ

た
、
幕
末
維
新
期
の
歴
史
・
科
学
技
術
史

約
４
０
０
０
点
を
超
え
る
資
料
の
う
ち
、

特
に
貴
重
な
実
物
資
料
４
０
０
点
余
り
を

展
示
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、８
代
将
軍
徳
川

吉
宗
の
時
代
に
芽
生
え
た
蘭
学
と
在
来
の

知
識
や
文
物
が
融
合
し
、日
本
独
特
の
科

学
や
技
術
が
発
展
し
て
い
き
ま
す
。こ
の

よ
う
に
西
洋
の
知
識
を
受
容
す
る
気
風
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
19
世
紀
末
の
世
界
史

の
奇
跡
」と
世
界
か
ら
賞
賛
さ
れ
る
ほ
ど

の
急
速
な
近
代
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、萩
反
射
炉
や
恵え

び

す

が

美
須
ヶ

鼻は
な

造
船
所
跡
と
い
っ
た
資
産
に
見
ら
れ
る

萩
（
長
州
）藩
の
近
代
化
へ
の
挑
戦
と
試

行
錯
誤
は
、そ
の
軌
跡
を
象
徴
す
る
歴
史

的
事
実
と
い
え
ま
す
。

　

展
示
さ
れ
る
資
料
の
中
か
ら
、各
分
野

の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
天
文
・
測
量　

江
戸
時
代
後
期
の
測
量

家
伊い
の
う能

忠た
だ
た
か敬

が
使
用
し
た
も
の
と
同
形

で
、状
態
が
良
い
も
の
は
全
国
に
数
点
し

か
残
っ
て
い
な
い
「
象し

ょ
う
げ
ん
ぎ

限
儀
」（
測
量
に
使

用
し
た
天
体
観
測
機
器
）等
を
展
示
し
ま

す
。忠
敬
は
わ
が
国
最
初
の
実
測
に
よ
る

日
本
地
図
「
大だ
い
に
ほ
ん

日
本
沿え
ん
か
い
よ
ち
ぜ
ん
ず

海
輿
地
全
図
」、通

称
「
伊い
の
う
ず

能
図
」を
作
成
す
る
際
、萩
を
３
回

訪
れ
測
量
し
て
い
ま
す
。

▽
医
学　

宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）、日
本

で
最
初
の
女
体
解
剖
を
行
っ
た
萩
藩
医

栗く
り
や
ま山
孝こ
う
あ
ん
庵
が
所
持
し
て
い
た
と
伝
わ
る

経け
い
ら
く絡
人
形
（
鍼
し
ん
き
ゅ
う灸
治
療
に
用
い
た
）な
ど

の
医
療
器
具
等
を
展
示
し
ま
す
。

▽
軍
事
関
係　

長
州
戦
争
で
長
州
軍
の
主

力
と
な
っ
た
新
式
の
輸
入
銃
で
あ
る
エ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
銃
や
大
砲
、武
具
類
な
ど
当
時

使
用
さ
れ
た
実
物
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

江
戸
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た

櫓や
ぐ
ら
と
け
い

時
計
な
ど
、人
々
を
驚
か
せ
た
技
術
と

機か
ら
く
り巧
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、12
月
４
日
ま
で
、萩
博
物
館
で
小

川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
端
を
紹
介
す
る
企

画
展
「
江
戸
時
代
の
科
学
と
技
術
」が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。「
幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の

プ
レ
展
示
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
明
倫
学
舎
推
進
課（
２
５
・
３
１
１
７
）

日本屈指のコレクション
幕末ミュージアム

萩・明倫学舎６オープン！３ もっと知りたい

伊能忠敬が使用した
ものと同形の象限儀

見学順路：２号館の
西側の２階から１階

幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
ど
こ
ろ

③萩市東部集中豪雨災害（下田万）

①国道191号の急カーブ（益田市）

②国道 191 号でのトンネル事故

私
た
ち
の
命
を
守
る
救
急
搬
送
に
も
影

響
し
て
い
ま
す
。
須
佐
・
田
万
川
地
域

か
ら
の
救
急
搬
送
は
、
そ
の
多
く
が
益

田
市
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
す
が
、
萩

市
消
防
署
弥
富
出
張
所
か
ら
益
田
市
内

救
急
医
療
機
関
ま
で
、
約
38
分
か
か
り

ま
す
。
例
え
ば
、
多
量
出
血
の
場
合
、

30
分
を
経
過
す
る
と
死
亡
率
が
50
％
以

上
と
な
る
な
ど
、
救
急
搬
送
時
間
の
短

縮
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
さ
ら
に
、
国

道
１
９
１
号
の
急
カ
ー
ブ
に
よ
る
揺
れ

や
段
差
に
よ
る
振
動
は
、
搬
送
中
の
傷

病
者
に
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
、
安
全
で

災
害
に
強
く
、
命
を
守
る
山
陰
道
の
早

期
整
備
が
、
住
み
慣
れ
た
地
で
の
安
心

で
き
る
生
活
に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

益
田
市
小
浜
～
田
万
川
間
の
山
陰
道

の
整
備
は
、
益
田
市
内
へ
の
通
勤
、
通

学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
に
要
す
る
移

動
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
萩

市
東
部
地
域
の
活
性
化
に
も
効
果
が
期

山
陰
道
の
整
備
効
果

待
で
き
ま
す
。

▼
道
の
駅「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

へ
の
誘
客

　

年
間
約
16
万
人
が
訪
れ
る
道
の
駅

「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」
は
、
地

元
の
く
だ
も
の
や
野
菜
、
魚
な
ど
の
特

産
品
を
販
売
す
る
田
万
川
地
域
の
産
業

振
興
の
拠
点
で
す
。
山
陰
道
が
整
備
さ

れ
れ
ば
、
益
田
市
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
、
さ
ら
な
る
誘
客
が
望
め

ま
す
。

▼
特
産
品
の
販
路
拡
大

　

田
万
川
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
、
桃

や
梨
な
ど
の
農
産
物
や
水
産
物
は
生
鮮

品
の
た
め
、
輸
送
時
間
の
短
縮
が
販
路

拡
大
の
課
題
で
す
。
山
陰
道
の
整
備
に

よ
り
輸
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
新
た
な

販
路
拡
大
や
市
場
価
格
の
向
上
な
ど
が

望
め
ま
す
。

▼
萩
・
石
見
空
港
の
利
用
促
進

　

萩
地
域
か
ら
萩
・
石
見
空
港
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

観
光
商
品
の
開
発
が
検
討
で
き
、
観
光

客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

↙

月４日
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企画政策課（２５・３１０２）
各総合事務所地域振興部門

募集
期間 平成29年１月16日㊊〜２月15日㊌

（給付）

　

市
で
は
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
先

人
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
次
代
を
担
う
人
材

の
育
成
や
ふ
る
さ
と
萩
市
に
お
け
る
有
為

な
人
材
確
保
の
た
め
、
高
校
生
、
一
般
大

学
生
、
至
誠
館
大
学
生
、
芸
術
文
化
を
志

す
大
学
生
、
山
口
県
立
萩
看
護
学
生
、
介

護
福
祉
士
学
生
、
山
口
県
立
農
業
大
学
校

生
に
そ
れ
ぞ
れ
学
資
を
給
付
し
ま
す
。
こ

の
給
付
制
度
は
、
県
内
で
一
番
有
利
な
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
か
ら
、４
月
に
高
等
学
校
・

大
学
等
に
進
学
予
定
の
方
と
、高
等
学
校
・

大
学
等
に
在
学
中
で
新
規
に
申
請
さ
れ
る

方
を
対
象
に
、
募
集
時
期
を
従
来
の
４
月

か
ら
１
月
に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
進

学
等
に
か
か
る
経
済
負
担
を
考
慮
し
て
早

期
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
継
続
申
請
の
募
集
は
従
来
通
り

４
月
か
ら
行
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
54
件
の
新
規
申
請
に
対

し
て
28
人
に
奨
学
金
を
給
付
し
ま
し
た

（
２
年
生
以
上
の
継
続
者
を
除
く
）。

【
主
な
変
更
点
】

　

入
学
前
の
給
付
を
可
能
に
す
る
た
め
、

新
規
申
請
者
の
申
請
時
期
、
提
出
書
類
を

変
更
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
変
更
で
、
申
請
手
続
き

の
簡
素
化
を
図
り
ま
し
た
。
提
出
が
不
要

と
な
る
書
類
も
あ
る
た
め
詳
し
く
は
企
画

政
策
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
新
規
申
請
対
象
者

◦
４
月
に
高
等
学
校
・
大
学
等
に
進
学
予

定
の
方

◦
高
等
学
校
・
大
学
等
に
在
学
中
で
新
規

に
申
請
さ
れ
る
方

◦
高
等
学
校
進
学
奨
学
金
対
象
者
に
つ
い

て
は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
高
等

学
校
（
萩
高
等
学
校
奈
古
分
校
、
大
津
緑

洋
高
等
学
校
海
洋
技
術
科
・
海
洋
科
学
科

を
含
む
）
へ
通
学
す
る
こ
と

■
新
規
の
申
請
時
期

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

今年度から
入学前の３月に
支給します

寡
婦
世
帯
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方

◦
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方※
支
給
制
限
を
受
け
て
い
る
場
合
、
認

定
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
世
帯
の
収
入
が
萩
市
教
育
委
員
会
の

定
め
た
基
準
額
を
下
回
る
方

■
申
請
方
法　

平
成
29
年
２
月
１
日
～

２
月
28
日
ま
で
に
申
請
書
・
必
要
書
類

を
、
教
育
委
員
会
・
総
合
事
務
所
ま
た

は
入
学
さ
れ
る
小
中
学
校
ま
で
提
出

■
支
給
方
法　

３
月
下
旬
に
保
護
者
の

口
座
に
振
り
込
み
（
３
月
１
日
～
４
月

30
日
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
審
査
後
、

随
時
振
り
込
み
）

※
入
学
時
ま
で
に
萩
市
外
へ
転
出
さ
れ

　

市
で
は
、
小
・
中
学

生
の
お
子
さ
ん
が
安
心

た
方
、
萩
市
内
の
小
・
中
学
校
に
入
学

さ
れ
な
い
方
が
支
給
を
受
け
た
場
合
は

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
そ
の
他　

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
以
外
の
学
校
給
食
費
・
学
用
品
費
・

校
外
活
動
費
な
ど
の
就
学
援
助
費
の
支

給
は
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

（
２
５
・
３
１
４
１
）

し
て
勉
学
で
き
る
よ
う
に
、
ご
家
庭
の

経
済
的
事
情
に
応
じ
て
支
援
す
る
「
就

学
援
助
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
」
を
、
こ
れ
ま
で
の
入
学
後
の
７
月

か
ら
入
学
前
の
３
月
に
前
倒
し
し
て
支

給
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額

◦
小
学
校　

２
万
４
７
０
円

◦
中
学
校　

２
万
３
５
５
０
円

■
対
象
者　

平
成
29
年
４
月
に
市
内
の

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
に
入
学
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

◦
障
が
い
者
・
老
齢
者
・
寡
夫
ま
た
は

平
成
29
年
１
月
16
日
～
２
月
15
日

※
申
請
時
期
を
従
来
の
４
月
か
ら
変
更
し

て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

▽
進
学
予
定
の
新
規
申
請
者

　

進
学
予
定
学
校
の
合
格
通
知
が
必
要
で

す
（
合
格
発
表
後
速
や
か
に
提
出
）。

▽
在
学
中
の
新
規
申
請
者

　

進
級
後
（
４
月
以
降
）
の
在
学
証
明
書

が
必
要
で
す
。

■
支
給
方
法

▽
進
学
予
定
の
新
規
申
請
者

　

進
学
予
定
学
校
の
合
格
通
知
提
出
後
、

指
定
口
座
に
振
り
込
み（
３
月
支
給
予
定
）

▽
在
学
中
の
新
規
申
請
者

　

進
級
後
の
在
学
証
明
書
提
出
後
、
指
定

口
座
に
振
り
込
み
（
４
月
支
給
予
定
）

【
そ
の
他
】

◦
い
ず
れ
も
保
証
人
が
１
人
必
要
（
保
護

者
可
）

◦
経
済
事
情
な
ど
を
勘
案
し
審
査
決
定
し

ま
す

入学前の給付ができるようになりました

申し込み
問い合わせ
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奨学金名
大学等に入学・在学の皆さんへ

⑤守永洋子・石川幸子大学等奨学金（給付）

対象者

一般大学生 山口県立萩看護学生
介護福祉士学生　　 山口県立農業大学校生

大学の入学生または在学生
で、向学心に富み、経済的な
理由により修学が困難な方
※至誠館大学、夜間学部、通
信教育学部、専攻科、別科、
大学院、短期大学を除く。

【萩看護学生】４月に萩看護学校に入学する１年生で、
将来看護師として萩市民病院、萩市立診療所で働く
意志のある方

【介護福祉士学生】介護福祉士の資格取得を目指す福
祉系高校生・介護養成施設の専門学生等で、将来介
護福祉士として萩市内の福祉サービス事業所で働く
意志のある方

山口県立農業大学校の在学生
で、将来萩市で就農する意志
のある方

他の奨学金の給付を
受けていないこと

奨学生の保護者が萩市内に引き続き 5 年以上住所を有していること
※市内高校（萩高校奈古分校、大津緑洋高校海洋技術科・海洋科学科を含む）
　出身者を優先する。

新規募集
予定人員 8 人 【看護師】1 人、【介護福祉士】２人 4 人

給付期間
大学に在学する期間（４年を
限度、６年制の学科等は６年
を限度）

【看護師】看護学校に在学する期間（３年を限度）
【介護福祉士】福祉系高校、専門学校等に在学する期
間（３年を限度）

農業大学校に在学する期間
（２年を限度）

給付年額 30 万円 【看護師】30 万円、【介護福祉士】15 万円 30 万円

給付条件

【看護師】▽卒業後、１年以内に看護師免許を取得する
こと　▽看護師免許取得後、直ちに５年以上萩市民病
院や萩市立診療所で看護師として働くこと

【介護福祉士】▽介護福祉士受験資格を得た日から２
年以内に介護福祉士の資格を取得すること
▽介護福祉士資格取得後、直ちに萩市に在住し、５
年以上萩市内の福祉サービス事業所で働くこと

▽卒業後直ちに萩市に生活の
拠点を置き就農し、５年以上
市内で就農すること
※ただし４年制農業大学校等へ
の進学、他市の農業法人での研
修等将来のための期間とみとめ
られる場合は５年を限度に猶予。
■問い合わせ・申し込み
農林振興課（25・4192）

萩 市 奨 学 金 制 度29平成 年度

奨学金名
高校に入学・在学の皆さんへ 大学等に入学・在学の皆さんへ
①高等学校進学奨学金

（給付）
②大谷重友大学進学
奨学金（給付）

③三輪休和・壽雪芸術
　文化奨学金（給付）

④至誠館大学進学
　奨学金（給付）

対象者

高等学校（全日制、定時制、通信
制）の入学生または在学生で、
向学心に富み、経済的な理由に
より修学が困難な方

４月に大学に入学する1 年生
で、向学心に富み、経済的な
理由により修学が困難な方
※夜間学部、通信教育学部、
専攻科、別科、大学院、短期大
学を除く。

修業年限４年の大学（芸術
大学、音楽大学等）の入学
生または在学生で、芸術文
化について志を強く持ち、
芸術文化を専攻する学生

至誠館大学の入学生また
は在学生で、経済的な理由
により修学が困難な方
※至誠館大学以外の大学に
入学された場合は対象外。

奨学生の保護者が萩市に住所を
有していること
市内に住所を有し、市内高校（萩
高校奈古分校、大津緑洋高校海
洋技術科・海洋科学科を含む）へ
通学すること

奨学生の保護者が萩市内に引き続き５年以上住所を有していること
※市内高校（萩高校奈古分校、大津緑洋高校海洋技術科・海洋科学科を含む）
　出身者を優先する。

他の奨学金の給付を受けていな
いこと

萩市の他の奨学金の給付を
受けていないこと
※萩市の他の奨学金との併
願申請はできますが、重複
給付は受けられません。

他の奨学金の給付を受けていないこと

新規募集
予定人員 14 人 ３人 ２人 10 人

給付期間
高等学校に在学する期間

（全日制は 3 年、定時制・通信
制は４年を限度）

大学入学時に限る 大学に在学する期間（４年を限度）

給付年額 全日制：12 万円
定時制・通信制：９万円 30 万円 15 万円 30 万円

■高校進学のため島外に通学・居住する高校生への修学支援補助金の制度もあります
（商工振興課 25・3108）
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※２㎞とファミリーの部スタートは、萩スポーツ広場となります。

※コース上の交差点の
中には、選手通過によ
り通行が困難な時間帯
があります。

萩ウェルネスパーク スタート
ゴール会場

交 通 規 制 の お 知 ら せ
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競技種目  参加人数 スタート
ハーフマラソン 2,779人 10：00
10㎞ 575人 10：20
５㎞ 375人 10：30
２㎞ 205人 10：30
ファミリー（２㎞） 145組（290人） 10：00
　合　計 4,224人

　ハーフマラソンは世界遺産にも登録された萩城下町
を一周するコースで、招待選手の道

みちした

下美
みさと

里さんが参加
します。また、毎年約 1,000 人の市民ボランティア
の皆さんが運営をサポートします。
　今年から「全日本ハーフマラソンランキング」対象
大会のため、完走すればパソコンから検索し、今年度
の全国男女別同年齢ランナーの中で、自分が何位か
ネット上でランキングを確認することができます。

■参加者

萩ウェルネスパーク駐車場は駐車台
数が限られています。できるだけ臨
時駐車場をご利用ください。

■臨時駐車場　明倫小グラウンド、市役所駐車場、萩総合庁
舎駐車場、市民体育館駐車場、萩青果市場駐車場、椿西小駐
車場、萩開発生コンクリート、萩アサノコンクリート、林築
庭園（地図参照）
■シャトルバス発着場所　市役所、市民体育館、林築庭園前、
萩アサノコンクリート、萩開発生コンクリート
■発車予定時刻　▷行き 午前７時〜９時、▷帰り 午後０時
30 分〜随時（川上方面から市内方面へは午前 11 時〜）

ゲストランナー  道下美里さん
リオ・パラリンピック
女子マラソン 銀メダリスト

▷12月10日（土）午後３時30分〜４時30分 ▷萩武道館

開会式・ゲストランナーとの交流会を開催します。交流
会は、どなたでも当日無料で参加できます。

スポーツ振興課（２５・７３１１）
大会本部：当日（２４・２４１１）問い合わせ

臨時駐車場・
シャトルバスを
ご利用ください！

萩城下町マラソン
維新の里第17回

今年は 4,224 人がエントリー！日曜日
開会式・
ゲストランナー交流会

参加料
無料

月
日11

世界遺産の
〝萩城下町〟を走ろう！
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市区町村名 合計 男 女
山口市 673 519 154
萩市 634 459 175

宇部市 391 289 102
下関市 388 300 88

■県内市町村別参加者（上位）

競技種目  参加人数（2,779人）

ハーフ男子29歳まで 353人

男子
2,303人

　　　　　30歳代 484人
　　　　　40歳代 653人
　　　　　50歳代 484人
　　　　　60歳代 281人
　　　　　70歳以上 48人
ハーフ女子29歳まで 109人

女子
476人

　　　　　30歳代 102人
　　　　　40歳代 131人
　　　　　50歳以上 134人

■ハーフマラソンの年齢別参加者
都道府県名 合計 男 女

山口県 3,218 2,409 809
福岡県 346 286 60
広島県 294 229 65
島根県 167 129 38

■都道府県別参加者（上位）

北海道から沖縄県まで 34 都道府県から 4,224 人が参加。
約３割が近隣を中心とした県外からの参加です。

ハーフマラソンの参加者を年齢別にみると、男性で３割以
上、女性でも約３割が 50 歳以上の方となっています。

県内からは、3,218 人が参加します。萩市は全体の約２
割です。

参 加 者 の 内 訳

　

昨
年
４
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
、萩
・

長
門
清
掃
工
場
「
は
な
も
ゆ
」
は
、
施

工
業
者
の
日
立
造
船
株
式
会
社
の
提
案

に
よ
り
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
設
計
当
初
よ
り
計
画

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
11
月
７
日
、
萩
市

と
長
門
市
、
両
市
が
共
同
で
組
織
し
て

い
る
清
掃
一
部
事
務
組
合
、
運
営
会
社

の
株
式
会
社
「
は
な
い
ろ
」
の
４
者
に

よ
り
、「
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用

及
び
備
蓄
品
の
提
供
等
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
「
は
な
も
ゆ
」
の
多
目
的
広
場
に
は
、

炊
飯
か
ま
ど
や
ト
イ
レ
と
し
て
使
用
で

き
る
屋
外
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
非
常
時
に
は
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
停
電
時
に
も
自
家
発

〔左から〕堀道
み ち よ し

義はないろ取締役、
野村萩市長、大西倉

く ら お

雄長門市長

　

平
成
27
年
７
月
に
世
界
遺
産
の
登
録
が

決
定
し
た「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
価
値
な
ど
を
、
市
民
の
方
や
観
光
客
に

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毛
利
輝
元
が

１
６
０
４
年
に
萩
城
に
入
場
し
た
日
で
あ

る
11
月
11
日
、
萩
城
下
町
、
萩
反
射
炉
、

恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
松
下
村
塾
に
記

念
銘
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

記
念
銘
は
、
高
さ
１
７
０
㎝
、
幅
80

㎝
。
遺
産
群
は
製
鉄
・
造
船
・
石
炭
産
業

の
近
代
化
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
形

は
反
射
炉
を
、
リ
ベ
ッ
ト
（
大
型
の
鋲
び
ょ
う
）

は
船
の
鋼
板
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
お
り
、
全
資
産
共
通
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
23
資
産
の
中
で
、
今
回

が
最
初
の
設
置
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
に
つ

い
て
は
、
来
春
完
成
予
定
の
展
示
休
憩
施

設
の
竣
工
に
合
わ
せ
て
設
置
し
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
３
８
０
）

萩
市
が
設
置
第
１
号
！

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

世
界
遺
産
登
録
記
念
銘

萩城下町の記念銘は
北の総門そばに設置

陶芸の村公園グラウンド・
ゴルフ場で各町内会が熱戦！

　

11
月
８
日
、第
１
回
萩
市
町
内
会
対

抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、陶

芸
の
村
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
専

用
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。萩
地

域
の
町
内
会
か
ら
38
チ
ー
ム
、１
９
０

人
が
参
加
、あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
で

し
た
が
、眼
下
に
広
が
る
萩
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
、３
つ
の
コ
ー
ス
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
団
体
戦
優
勝
】

▽
陶
芸
コ
ー
ス 
河
添
Ｃ
、
▽
展
望
コ
ー

ス 

大
井
港
、
▽
棚
田
コ
ー
ス 

河
添
Ａ

萩
・
長
門
清
掃
工
場
「
は
な
も
ゆ
」

災
害
時
の
避
難
所
に

電
機
に
よ
り
１
週
間
程
度
ご
み
焼
却
が

で
き
る
と
と
も
に
、冷
暖
房
や
ト
イ
レ
、

浴
室
や
地
下
水
の
飲
用
な
ど
も
可
能
で

す
。
さ
ら
に
、
防
災
用
備
蓄
倉
庫
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
非
常
食
等
の
提
供
や

防
災
用
機
材
の
貸
し
出
し
な
ど
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）
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秋の叙勲 旭日章は、社会のさまざまな分野で功績を挙げた人を表彰
瑞宝章は、公共的な職務に長年従事した人を表彰

平成16 年に県教育委員会委員長に
就任、移動教育委員会の開催に尽力。
全国都道府県教育委員長協議会副会
長として、教育行政の推進にも寄与

（71歳　恵美須町）大島　昌
ま さ こ

子

地方教育行政功労
（元山口県教育委員会教育委員長）

昭和 58 年から県バスケットボール
協会副会長として、競技力の向上に
尽力。県車椅子バスケットボール連
盟会長として、障がい者スポーツの
発展にも寄与

（78歳　椿東）山田　隆
たかのり

道

スポーツ振興功労・教育功労
（山口県バスケットボール協会副会長）

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章旭
きょくじつそうこうしょう

日 双 光 章

秋の褒章

危 険 業 務 従 事 者 叙 勲
警察官や消防など危険性が高い業務に長年従事

瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章

社会、公共の福祉、文化などに
貢献した個人を表彰

藍
らんじゅうほうしょう

綬 褒 章

平成３年から25 年にわたり、保護司活
動に尽力。平成14 年には、更生保護女
性会を立ち上げ、会長を８年努めるな
ど地域の更生保護活動にも貢献

更生保護功績

（76歳　下田万）齋藤　孝
た か こ

子
（保護司）

昭和52 年に表具店を開業して以来
39 年にわたり、卓越した技能で表具
業界の発展に寄与。高等職業訓練校
指導員として技術者の育成にも尽力

（74歳　江向）岩本　登
たかよし

吉

職業訓練功労
（岩本表具店代表）

昭和41 年に川上消防団に入団以来
47 年にわたり、消防活動などに尽
力。消防学校での訓練の必要性を説
き、団員の訓練と資質向上に努めた

（75歳　川上）柴田　清
きよはる

治

瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章 瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章
消防功労

（元萩市消防団分団長）

※同一章、功労ごとに 50 音順に掲載。敬称略
なお、本人のご意向により、写真等を掲載していない方もおられます。

昭和36 年に萩市消防団に入団以来
46 年にわたり、消防活動などに尽
力。消防操法大会の訓練・指導に力
を入れ、団員の資質向上に努めた

水津　
ひであき

昭

消防功労
（元萩市消防団分団長）

瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章

瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章

昭和42 年に萩市消防署に入署以来
41 年にわたり、豊富な知識で消防力
の強化に寄与。多様化する災害に対応
できる消防職・団員の育成にも尽力

横田　敬
たかひで

英

消防功労
（元萩市消防司令長）

昭和39 年に兵庫県警に入庁以来40
年にわたり、交通指導取り締まりな
どに尽力。退職後も交番相談員とし
て住民の安全・安心の維持にも寄与

横山　道
みちゆき

行

警察功労
（元兵庫県警警部補）

（75歳　大井）

（68歳　河添） （71歳　川島）
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受 受章 賞
総務大臣表彰

昭和 60 年から国勢調査調査員とし
て７回従事

（60 歳　上小川）嶋
しま

　哲
て つ こ

子

統計功績者表彰
（統計調査員）

統計功績者表彰

（63 歳　下田万）岩田　慶
けいこ

子
平成２年から国勢調査調査員として
６回従事

（統計調査員）

（60 歳　平安古町）古
ふ る や

谷　美
み ち よ

千代

統計功績者表彰

平成 12 年から国勢調査指導員とし
て４回従事

（統計指導員）

（69歳　川上）神
こうざき

崎　勝
ま さ よ

代

行政相談委員表彰

平成９年から 19 年にわたり、行政
相談委員として、住民の身近な相談
相手として相談所を定期的に開設す
るなど尽力

（行政相談委員）

法務大臣表彰

（72 歳　河添）杉山　直
な お じ

次

更生保護功労

平成９年から 19 年にわたり、保護
司として更生保護活動に尽力

（保護司）

見島牛保存会
地域文化功労者表彰

昭和 42 年の結成以来、「見
島ウシ」の保護増殖に積極
的に取り組み、国指定天然
記念物「見島ウシ産地」の
保存などに貢献

椿西小学校ＰＴＡ

地域との連携を密にし、子
どもの健全育成や社会貢献
に寄与する活動を積極的に
展開

優良ＰＴＡ表彰

文部科学大臣表彰

（70 歳　今古萩町）岡野　芳
よ し こ

子
平成20年から８年にわたり、山口県
教育委員会委員として地方教育行政
の発展に寄与するとともに、コミュ
ニティスクールの普及などに尽力

（元山口県教育委員会委員）
地方教育行政功労表彰

有限会社  森板金製作所

長年にわたり、技能検定試験の円滑
な実施に貢献

職業能力開発関係　優良事業所表彰

厚生労働大臣表彰

（67 歳　上小川）小
こ が わ

河　里
さ と み

美
平成５年から施設長として健全運営
に努めるなど、社会福祉事業の推進
に尽力

（特別養護老人ホーム阿北苑施設長）

社会福祉功労者及びボランティア功労者
社会福祉事業従事功労者

（74 歳　浜崎町）

（昭和 41 年創立）

大嶋　宏
ひ ろ し

史
長年にわたり、知的障がい福祉事業
に尽力するなど社会福祉の推進に貢
献

（山口県手をつなぐ育成会会長）

（会長　多
た だ

田一
か ず ま

馬） （会長　西川仁
き み と し

了）

防犯功労
（萩地区防犯連絡所指導員）

昭和55 年から萩地区防犯連絡所指
導員として活動。また越ケ浜地区防
犯パトロール隊員としても地区の防
犯活動に従事

（81 歳　椿東）大
おおえだ

枝　るい子

警察庁長官・全国防犯協会連合会会長表彰
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受 受章 賞 おめでとうございます

昭和 45 年から陶芸家として、萩焼
の発展に寄与するとともに萩美術協
会に所属し、後進の育成に尽力し、
萩市の芸術文化の向上に貢献

（69 歳　山田）中村　眞
しんいち

一

美術部門 陶芸分野
（眞

しんぱくざん

白山窯）

県文化功労賞

萩美術協会
昭和８年の設立以来、様々な美術振
興事業を開催するなど、萩の美術の
普及や向上に貢献。後進の育成にも
尽力

美術部門 
（会長　長岡進

すすむ

）

芸術・文化・スポーツ、社会福祉、産業などで顕著な功績があった団体や個人を表彰県選奨

森田　猪
い た ろ う

太郎（70 歳　川島）

昭和 57 年から薬店に勤務し、以来
長年にわたり、医薬品の適正使用や
健康相談への対応など、地域住民の
保健衛生の向上に貢献

保健衛生・環境功労
（山口県医薬品登録販売者協会副会長）

萩手話椿会
昭和47 年に結成以来、ろうあ者の暮
らしに寄り添い、手話で会話できる
輪を広げる活動に尽力。市民手話講
習会の開催など、手話の振興に貢献

社会福祉功労

（会長　末武宏
ひ ろ え

惠）

萩市民秋季バレーボール大会
　11 月 20 日に市民体育館で開催され、６チームが
参加しました。

優勝　つばき

県内の各分野で顕著な功績があった個人や団体を表彰県知事表彰

少年相談員として防犯指導をす
るなど青少年の健全育成に尽力

（63 歳　吉田町）椋
むくのき

木　博
ひろし

犯罪のない安全で安心なまちづくり功労
（萩地区少年相談員連絡協議会会長）

統計功労

（69 歳　呉服町）大
おおさき

﨑　里
さとこ

子
平成５年から長年にわたり、
各種統計調査に従事。また指
導員として調査員の育成にも
尽力

（統計調査員）

健康福祉功労

（71 歳　浜崎町）田中　直
なおみ

美
昭和 51 年入団以来、精力的
にスカウトの育成や地域に根
ざした活動を展開。青少年の
健全育成とともに後進の育成
などに尽力

（ガールスカウト山口県連盟第18団）
スポーツ功労

萩柔道少年団

昭和50年の設立以来、スポー
ツを通じた青少年の健全な育
成などに尽力

（団長　小池敏
と し か ず

和）

平成 16 年に結成以来、防犯
パトロール活動を実施し、地
域の環境改善に尽力

越ヶ浜地区防犯
パトロール隊

（代表者　田村哲
て つ や

也）

長年にわたり、生活衛生関係営
業の発展向上に尽力

（67 歳　椿東）松本　充
みつる

生活衛生功労
（山口県飲食業生活衛生同業組合
萩支部副支部長）
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平安古備組（11月13日）

今年度の「萩観光小町」も、初仕事として萩時代パレードに参
加。「多くの人に萩を知ってもらい、何度も訪れてもらえるよ
うにＰＲしたい」とのことです。任期は２年です。〔左から〕江
山理

り え

恵さん（土原）、高
こうじゅ

壽志
し ほ

穂さん（堀内）、松尾真
ま こ と

琴さん（椿）

受賞おめでとう！萩・世界遺産新聞コンクール

　

開
館
か
ら
２
８
６
日
目
と
な
る
11

月
10
日
、
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
学
び
舎
の
入
館
者
が
４
万

人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

節
目
の
入
館
者
は
、
広
島
市
の
会

社
員
、
橋
本
晃あ
き
の
り

典
さ
ん
。
萩
に
仕
事

で
一
緒
に
訪
れ
た
上
司
に
、
萩
の
歴

史
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
来
館
し
た

と
い
う
こ
と
で
「
び
っ
く
り
し
た
が

光
栄
。
改
め
て
萩
は
日
本
の
礎
を
つ

く
っ
た
と
こ
ろ
と
感
じ
た
」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

〔左から〕野村萩市長、橋本晃典さん、萩にゃん。

学び舎が入館者４万人を突破！

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
萩
時
代
ま
つ
り

天
気
に
も
恵
ま
れ
２
日
間
で
８
万
８
０
０
０
人
が
来
場

古萩町大名行列（11 月13 日）

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
も
ち
ま
き

（
11
月
12
日
、
お
ま
つ
り
広
場
）

　

萩
の
世
界
遺
産
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
夏
休
み
期
間
中
に

開
催
し
た
、「
萩
・
世
界
遺
産
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル
」の
入
賞
者
が
決
定
し
、萩

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
会
場
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。な
お
、入
賞
作
品

は
、来
年
２
月
12
日
ま
で
萩
・
世
界

遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
学
び
舎
の

無
料
ゾ
ー
ン
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
状
況　

小
学
生
の
部
46
点
、

中
学
生
の
部
１
１
３
点

▼
小
学
生
の
部

【
市
長
賞
】
奈な

ぎ

の
木
野
和わ
か
な奏
（
北
九
州

市
立
医い
せ
が
お
か

生
丘
小
４
年
）

【
教
育
長
賞
】
海か
い
つ津
萌も
え
か珈
（
小
川
小

５
年
）

【
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
賞
】
伊
藤
あ

ん
じ
（
大
井
小
５
年
）

【
優
秀
賞
】
国
光
蒼あ
お
い葵

（
明
倫
小
５

年
）、
木
村
陽ひ

な

翔と

（
明
倫
小
６
年
）、

森
葉は
づ
き月

（
椿
西
小
５
年
）、
原
田
か

ほ
（
明
倫
小
4
年
）、
出い
ず
わ羽
雅み
や
び（
大

井
小
５
年
）

▼
中
学
生
の
部

【
市
長
賞
】
小こ
が
わ川

楓ふ
う

花か

（
む
つ
み
中

３
年
）

【
教
育
長
賞
】
中
村
美み
さ
き咲
（
福
栄
中

１
年
）

【
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
賞
】
奈な

ぎ

の
木
野

陽は
る

菜な

（
北
九
州
市
立
浅あ
さ
か
わ川
中
１
年
）

【
優
秀
賞
】
中
村
優ゆ
う（

福
栄
中
３
年
）、

横
山
麻ま

き紀
（
川
上
中
１
年
）、
椙す
ぎ

愛ま

央お

、
椙
茉ま
ひ
ろ央

（
以
上
、
む
つ
み
中
２

年
）、中
村
航こ
う

士し
ろ
う郎（

越
ヶ
浜
中
１
年
）

▼
学
校
表
彰

【
小
学
生
の
部
】
大
井
小
学
校

【
中
学
生
の
部
】
越
ヶ
浜
中
学
校
、

む
つ
み
中
学
校
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市
で
は
、
各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

０
歳
か
ら
１
歳
ま
で
の
乳
児
を

預
か
り
ま
す
。

▽
実
施
保
育
園　

市
内
全
園

※
土
原
保
育
園
は
、
平
成
30
年
度

末
で
閉
園
の
た
め
、
原
則
と
し
て

０
・
１
歳
児
の
募
集
を
停
止
し
ま

す
。

　

集
団
保
育
が
可
能
な
障
が
い
児

童
を
預
か
り
ま
す
。

▽
実
施
保
育
園　

市
内
全
園

　

保
育
時
間
を
延
長
し
て
児
童
を

預
か
り
ま
す
。

▽
実
施
保
育
園
・
延
長
時
間

◦
日
の
丸
保
育
園　

午
前
７
時
～

午
後
８
時
（
２
時
間
延
長
）

乳
児
保
育

■
募
集
対
象
児
童　

０
歳
か
ら
小

学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
で
、
そ

の
家
庭
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合

▽
就
労
（
月
48
時
間
以
上
）、
▽

妊
娠
・
出
産
（
出
産
の
前
後
２
カ

月
間
）、▽
保
護
者
の
疾
病
・
障
が

い
、▽
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等

し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護
、

▽
災
害
復
旧
、▽
求
職
活
動
（
年

度
内
で
通
算
90
日
以
内
）、▽
就
学

（
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業

訓
練
を
含
む
）、▽
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、▽
育
児
休

業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

※
保
育
料
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

や
同
居
の
親
族
が
保
育
で
き
る
場

合
等
は
、
利
用
の
優
先
度
を
調
整

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
保
育
の
必
要
に
応
じ
て
利
用
区

分
が
、保
育
標
準
時
間（
午
前
７
時

30
分
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

と
保
育
短
時
間（
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
）に
分
け

ら
れ
、保
育
料
も
異
な
り
ま
す
。

■
開
所
時
間　

左
表
の
と
お
り

■
保
育
期
間　

月
～
土
曜
日
（
日

曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月

３
日
は
休
み
）

■
給
食　

昼
食
、
お
や
つ
（
乳
児

に
は
離
乳
食
と
ミ
ル
ク
）

■
保
育
料　

平
成
29
年
度
８
月
分

ま
で
の
保
育
料
は
平
成
28
年
度
の

世
帯
の
市
民
税
額
、
平
成
29
年
度

９
月
分
以
降
の
保
育
料
は
平
成
29

年
度
の
世
帯
の
市
民
税
額
に
よ
り

決
定
。

※
保
育
料
と
と
も
に
、
各
園
ご
と

に
実
費
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
間　

12
月
１
日
～
26
日

■
申
請
方
法　

第
１
希
望
の
園
、

市
役
所
市
民
総
合
窓
口
子
育
て
支

援
コ
ー
ナ
ー
、各
支
所・
出
張
所
、各

総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
備
え

付
け
の「
支
給
認
定
申
請
書
」に
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出

※
萩
市
に
住
所
が
あ
り
、
萩
市
外

の
保
育
園
等
を
希
望
す
る
方
、
年

度
途
中
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
方

も
併
せ
て
受
け
付
け
ま
す
。
ま

た
、
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
に

限
り
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
必
要
書
類

◦
保
護
者
の
就
労
証
明
書
（
65
歳

未
満
の
祖
父
母
等
と
一
緒
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
祖
父
母
の
就
労
証

明
書
も
必
要
）

◦
母
親
が
妊
娠
・
出
産
の
場
合
は
、

母
子
手
帳
の
写
し

◦
保
護
者
が
長
期
の
疾
病
等
の
場

合
ま
た
は
親
族
等
の
介
護
を
す
る

場
合
は
、
医
師
の
診
断
書
ま
た
は

障
害
者
手
帳
の
写
し

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
28
年
度
市

町
村
民
税
課
税
証
明
書
を
前
住
所

地
の
市
区
町
村
で
取
り
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

◦
申
請
の
内
容
が
事
実
と
異
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
入
園
決
定
を
取

り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
請
児
童
の
兄
弟
姉
妹
に
滞
納

の
保
育
料
が
あ
る
方
は
、
必
ず
支

払
い
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦
土
原
・
椿
東
・
住
の
江
・
春
日

保
育
園　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

（
１
時
間
延
長
）

◦
大
井
保
育
園　

午
前
７
時
30
分

～
午
後
７
時
（
30
分
延
長
）

▽
利
用
料　

保
育
短
時
間
認
定
の

方
が
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
の
間
を
超
え
て
利
用
さ
れ
る

場
合
に
は
、
１
日
に
つ
き
４
０
０

円
必
要

　

市
内
の
保
育
園
等
に
通
園
中
の

児
童
で
、
日
曜
日
、
祝
日
に
保
護

者
が
仕
事
で
家
庭
で
の
保
育
が
で

き
な
い
児
童
を
預
か
り
ま
す
。

▽
実
施
保
育
園　

住
の
江
保
育
園

▽
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
　

保
育
園
等
に
入
園
し
て
い
な
い

児
童
で
、
保
護
者
が
病
気
や
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
理
由
で
一
時
的
に
家

庭
で
の
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た

児
童
を
預
か
り
ま
す
。

▽
実
施
保
育
園　

椿
東
・
山
田
・

川
上
・
田
万
川
・
田
万
川
小
川
分

園
・
む
つ
み
・
須
佐
・
あ
さ
ひ
・

あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福
川
・
紫

福
・
日
の
丸

▽
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

各種保育
サービス

新入園児
保育園

募集

子育て支援課（２５・３５３６）
各総合事務所市民窓口部門問い合わせ

　市内の各保育園では、平成29年度の新入園児を次のとおり
募集します。土原保育園は平成30年度末で閉園することから、
０・１歳児の募集は行いません。
※現在、土原保育園に入所されている児童の転園は優先的に考
慮し、兄弟姉妹が新年度も引き続き土原保育園に在園している
場合に限り、０・１歳児の受け入れについて検討します。

障
が
い
児
保
育

延
長
保
育

休
日
保
育

一
時
預
か
り
保
育

平成 年度29
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申 込 期 間 12月１日㊍〜26日㊊

▽
利
用
料　

１
日
１
８
０
０
円
、

４
時
間
以
内
１
０
０
０
円
（
給
食

代
込
み
）

　

市
内
の
保
育
園
等
に
通
園
中

で
、
概
ね
１
歳
以
上
の
児
童
ま
た

は
小
学
１
～
３
年
生
の
児
童
で
、

保
護
者
が
夜
間
・
深
夜
勤
務
に
従

事
す
る
た
め
保
育
で
き
な
い
児
童

を
預
か
り
ま
す
。

▽
実
施
保
育
園　

日
の
丸
保
育
園

▽
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日　

午
後

６
時
～
翌
日
午
前
９
時
30
分

▽
利
用
料
（
１
回
）
午
後
10
時
ま

で
８
０
０
円
、
午
前
０
時
ま
で
１

２
０
０
円
、
翌
日
午
前
３
時
ま
で

１
５
０
０
円
、
翌
日
午
前
９
時
30

分
ま
で
２
０
０
０
円
（
寝
具
・
食

事
等
は
各
自
持
参
）

  

市
内
の
保
育
園
等
に
通
園
中
の

児
童
ま
た
は
小
学
１
～
３
年
生
の

児
童
が
、
病
気
や
け
が
の
た
め
集

団
保
育
が
困
難
な
期
間
、
一
時
的

に
預
か
り
ま
す
。

▽
実
施
場
所　

◦
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
楽
々
園
（
山
田
、楽
々
園
内
、

２
４
・
４
８
２
０
）

◦
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
す
さ
（
弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー

内
、０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１
）

▽
利
用
料　

１
日
２
０
０
０
円

（
給
食
代
込
み
）

※
所
得
税
非
課
税
世
帯
は
半
額
減

免
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

所
得
税
非
課
税
世
帯
で
ひ
と
り
親

家
庭
等
は
全
額
減
免
。

　

育
児
の
援
助
を
提
供
す
る
援
助

会
員
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い

依
頼
会
員
が
、
地
域
で
育
児
を
助

け
合
う
相
互
援
助
の
会
員
組
織
で

す
。
援
助
会
員
と
依
頼
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
主
な
援
助
内
容　

保
育
園
等
ま

で
の
送
迎
、
保
育
園
等
の
開
始
前

や
終
了
後
ま
た
は
学
童
保
育
終
了

後
や
学
校
の
放
課
後
の
預
か
り

▽
利
用
料
（
１
時
間
）
平
日
午
前

７
時
～
午
後
７
時
は
６
０
０
円
、

平
日
早
朝
・
夜
間
・
土
・
日
曜
日
・

祝
日
は
７
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ　

は
ぎ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
萩

市
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内
、
２
４

・
０
５
３
０
）

※
休
日
保
育
、
24
時
間
保
育
、
こ

ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
年
度
ご

と
に
登
録
が
必
要
で
す
。

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

24
時
間
保
育

施 設 名 開 所 時 間 所在地 電 話 番 号
保育サービス

延長 一時

乳児保育
全園
※土原保育園は、
平成30年度末で閉
園のため、原則とし
て０・１歳児の募集
を停止します。

障がい児保育
全園

休日保育
住の江保育園

24時間保育
日の丸保育園
※休日保育、24時
間保育の利用は、市
内の保育園等に通
園中の児童対象。

公
立
保
育
園

土　原
午前7時～午後7時

土原 25・2517 ○

椿　東 無田ヶ原口 22・0147 ○ ○

越ケ浜

午前7時30分
～

午後6時30分

越ヶ浜 25・0249
椿 椿 25・2270

三　見 三見浦 27・0036
山　田 玉江 22・1256 ○
川　上 川上 54・2022 ○
田万川

田万川小川分園
江崎
小川

08387・2・0055
08387・4・0341

○
○

むつみ 吉部 08388・6・5400 ○
須　佐 須佐 08387・6・2120 ○
あさひ

あさひ佐々並分園
明木

佐々並
55・0755
56・0844

○
○

福　川 福井 52・0115 ○
紫　福 紫福 53・0019 ○

私
立
保
育
園

日の丸 午前7時～午後8時 恵美須町 25・2143 ○ ○
住の江 午前7時～午後7時 浜崎 24・3060 ○

大　島 午前7時30分　　　  
　　　～午後6時30分 大島登 28・0691

大　井 午前7時30分～午後7時 大井馬場 28・0498 ○
春　日 午前7時～午後7時 堀内 25・2470 ○

認定
こども園

萩幼稚園 午前7時30分
～

午後6時30分

西田町 22・0775

萩光塩学院幼稚園 江向 22・2019

事業所内
保育所

くすのき保育園
（都志見病院）

午前7時30分　　　  
　　　～午後6時30分 江向 22・2345 ※０～２歳児のみ

対象。
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10
月
１
日
～
31
日
で
、
７
５
３

件
７
９
２
万
２
０
０
０
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
累
計
（
10
月
31

日
現
在
）
は
、
３
３
１
３
件
、
３

９
６
３
万
３
０
０
０
円
で
す
。

【
５
万
円
】
三み
た
き
つ
ね
お

瀧
恒
雄
（
広
島
県
）、

藤
井
信の
ぶ
よ
し
義
（
長
門
市
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
２
件
）。
敬
称
略
。

※
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
か
ら
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
付

•
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
萩
（
綿わ
た

貫ぬ
き

淑と
し
こ子
会
長
）か
ら
、児
童
書
30
冊

•
高た
か
や
ゆ
う
ぞ
う

谷
雄
三
さ
ん
（
福
島
県
）か

ら
、現
金
５
万
円

•
山
本
貞さ
だ
ひ
さ

壽
さ
ん
（
椿
東
）か
ら
、

現
金
５
万
円

•
齋さ
い
と
う
み
つ
る

藤
満
さ
ん
（
椿
）か
ら
、古

文
書
等
１
６
７
点

•
株
式
会
社
西
京
銀
行（
周
南
市
）

か
ら
、現
金
１
４
１
万
８
３
０
０

円•
内
田
青せ
い
こ
う
虹
さ
ん
（
東
京
都
）か

ら
、現
金
５
万
円

寄
付

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入

の
方
へ

◎
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
（
特

定
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
を
同
時

実
施
）

　

特
定
健
康
診
査
は
、生
活
習
慣

病
（
高
血
圧
、糖
尿
病
、脂
質
異
常

症
な
ど
）の
発
生
の
危
険
性
が
高

い
対
象
者
を
早
期
に
発
見
し
ま

す
。そ
の
健
診
結
果
を
も
と
に
、生

活
習
慣
の
改
善
（
食
事
、運
動
等
）

に
取
り
組
み
、重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
、運
動
な
ど
の
改
善
方
法

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
、こ

の
機
会
に
、特
定
健
康
診
査
を
受

診
し
、生
活
改
善
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

健
診
期
間
は
12
月
31
日
ま
で
の

た
め
、お
早
め
に
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
17
日
（
土
）
受
付

時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
10
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
検
査
項
目　

問
診
、身
体
測
定

（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、

血
圧
測
定
、検
尿
（
尿
糖
・
尿
蛋

白
）、血
液
検
査
（
脂
質
・
血
糖
・

肝
機
能
・
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
・
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
）、心
電
図

■
対
象
者　

40
～
74
歳
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者

■
持
参
品　

国
民
健
康
保
険
証
、

特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
受
診
券

を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
市
民
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）

■
自
己
負
担
額　

１
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

12
月
９
日
ま
で

に
、
健
康
増
進
課
へ

※
当
日
は
、
健
康
診
査
（
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
）、
が
ん
検

診
（
被
用
者
保
険
本
人
以
外
）
も

実
施
。

問
い
合
わ
せ

○
特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
＝

市
民
課
保
険
年
金
係（
２
５
・
３
１

４
７
）

〇
が
ん
検
診
＝
健
康
増
進
課
（
２

６
・
０
５
０
０
）

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

　

12
月
の
し
尿
く
み
取
り
は
、
12

月
15
日
（
木
）
ま
で
に
、
各
地
域

の
決
め
ら
れ
た
業
者
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

締
切
日
以
降
に
申
し
込
ん
だ
場

合
、
年
末
に
し
尿
の
く
み
取
り
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
最
終
く
み
取
り
日　

12
月
29
日

（
木
）

■
年
始
開
始
日　

平
成
29
年
１
月

４
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

平
成
28
年
分
保
険
料
納
付

額
証
明
書
の
発
行

　

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
な
保
険

料
の
納
付
額
証
明
書
に
つ
い
て
、

普
通
徴
収
分
と
非
課
税
年
金
（
障

害
年
金
等
）
か
ら
天
引
き
さ
れ
た

特
別
徴
収
分
の
納
付
額
証
明
書

（
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

を
平
成
29
年
１
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。
た
だ
し
、
年
末
調
整
で
事

前
に
必
要
な
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
課
税
年
金
（
老
齢
年
金
等
）
か

ら
天
引
き
さ
れ
た
特
別
徴
収
分

は
、
１
月
中
に
年
金
保
険
者
（
日

本
年
金
機
構
等
）
が
送
付
す
る
源

泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

と
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
１

月
１
日
～
12
月
31
日
に
納
付
し
た
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納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

平
成
29
年
１
月
４
日

（
水
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
固
定
資
産
税

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

12
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
１
日
～
９
月
30

日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、10
月
１
日
～
12
月
31
日

の
間
に
、今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方
は
、翌
年

の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４
）

※
電
話
相
談
の
受
付
期
間
は
11
月

１
日
～
平
成
29
年
３
月
15
日
。

問
い
合
わ
せ

萩
年
金
事
務
所（

２
４
・
２
２
３
１
）

萩
・
石
見
空
港

お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

こ
の
機
会
に
、
萩
･
石
見
空
港

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
期
間　

12
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日
搭
乗
分

■
対
象
者　

萩
市
、
益
田
市
、
浜

田
市
、
津
和
野
町
、
吉
賀
町
、
阿

武
町
在
住
お
よ
び
出
身
者

◎
２
人
で
１
０
０
歳

▽
利
用
形
態　

２
人
の
年
齢
の
合

計
が
１
０
０
歳
以
上
の
方
々
で
の

往
復
利
用（
原
則
、同
日
同
便
の
利

用
が
片
道
１
回
以
上
あ
る
こ
と
）

▽
助
成
金
額　

１
人
１
万
円
（
往

復
）

◎
３
人
い
っ
し
ょ
で
１
往
復

▽
利
用
形
態　

３
人
以
上
で
の
往

復
利
用
（
原
則
、
同
日
同
便
の
利

用
が
片
道
１
回
以
上
あ
る
こ
と
）

▽
助
成
金
額　

１
人
６
０
０
０
円

（
往
復
）

※
現
行
は
１
人
３
０
０
０
円
（
往

復
）。

◎
急
用
サ
ポ
ー
ト

▽
利
用
形
態　

①
個
人
向
け
パ
ッ

ク
商
品
、
②
「
特
割
」
運
賃
、
③

「
往
復
運
賃
」「
ビ
ジ
ネ
ス
き
っ
ぷ
」

④
「
片
道
運
賃
」
で
の
往
復
利
用

▽
助
成
金
額　

①
１
人
５
０
０
０

円
（
往
復
）、②
１
人
５
０
０
０
円

（
片
道
）、③
１
人
７
０
０
０
円（
片

道
）、④
１
人
１
万
円
（
片
道
）

※
平
成
28
年
度
通
年
対
象
の
各
種

運
賃
助
成
も
実
施
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進
協

議
会
（
０
８
５
６
・
２
３
・
０
９
９

０
）

萩
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
医
療
費
控
除
の
特
例
の
創
設

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

33
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、健

康
維
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防

へ
の
取
り
組
み（
※
）を
行
う
個
人

が
、ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
薬
（
※
）の

購
入
に
あ
た
っ
て
年
間
１
万
２
０

０
０
円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場

合
に
は
、そ
の
購
入
費
用
の
う
ち

１
万
２
０
０
０
円
を
超
え
る
額
を

所
得
か
ら
控
除（
年
間
の
上
限
額

８
万
８
０
０
０
円
）す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
特
例
は
平
成
29
年
分
の

確
定
申
告
か
ら
適
用
で
き
ま
す
。

な
お
、こ
の
特
例
は
現
行
の
医
療

費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
健
康
維
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の

予
防
へ
の
取
り
組
み
と
は
、
次
の

健
診
等
ま
た
は
予
防
接
種
（
医
師

の
関
与
が
あ
る
も
の
に
限
る
）。

①
特
定
健
康
診
査
、②
予
防
接
種
、

③
定
期
健
康
診
断
、④
健
康
診
査
、

⑤
が
ん
検
診

※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
薬
と
は
、
要

指
導
医
薬
品
や
一
般
用
医
薬
品
の

う
ち
、
医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た

医
薬
品
。

◎
社
会
保
障
・
番
号
制
度

　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分

野
で
、
行
政
手
続
の
効
率
性
・
透

明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利

便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

税
務
署
へ
提
出
す
る
所
得
税
の

確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
１
月
か
ら
、
個
人
番
号
の
記

載
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
本

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
税
務
署
（
２
２
・
０
９
０
０
、

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
案
内

番
号
２
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

◆マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
●ご自宅等から e-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出が不要です。

◆マイナンバーカードをお持ちでない方は

本人確認書類

番号確認書類 身元確認書類
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書
（マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　などのうちいずれか1つ

《記載したマイナンバーの持ち主であること
を確認できる書類》
●運転免許証
●パスポート
●在留カード

●公的医療保険の被保険者証
●身体障害者手帳

などのうちいずれか1つ
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林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
、
退
職

金
を
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い

方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
林
業

の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
、
加
入
し
て
い
た
か
分
ら
な
い

方
に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹り

災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
や
被
共
済
者
に
対
し
、
各
種
手

続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部（
０
３
・
６
７

３
１
・
２
８
８
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・

６
７
３
１
・
２
８
９
０
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ http://w

w
w

.rintaikyo.
taisyokukin.go.jp/

）

サ
ン
サ
ン
三
見
の
お
宝
体
験

■
と
き　

12
月
17
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

■
と
こ
ろ　

三
見
公
民
館
ほ
か

■
内
容　

昔
体
験
（
石
う
す
や
台だ
い

唐が
ら

で
の
餅
つ
き
や
き
な
こ
作
り
、

竹
炊
飯
）、農
業
体
験
（
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
収
穫
、玉
ね
ぎ
の
植
え
付

け
）、料
理
教
室
（
ふ
ぐ
鍋
・
サ
ザ

エ
ご
飯
作
り
）な
ど

※
餅
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
お
土
産

が
あ
り
ま
す
。

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

大
人
１
５
０
０
円
、

小
学
生
以
下
５
０
０
円

■
主
催　

サ
ン
サ
ン
三
見
里
の
会

申
し
込
み

12
月
９
日
ま
で
に
、
三
見
公
民
館

（
２
７
・
０
０
０
４
）
へ

生
け
花
展
・
生
け
花
教
室

　

お
正
月
用
の
生
け
花
展
と
生
け

花
教
室
を
行
い
ま
す
。
日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
生
け
花
の
す
ば
ら

し
さ
を
、
歴
史
あ
る
渡
辺
蒿
蔵
旧

宅
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

【
生
け
花
展
】

■
と
き　

12
月
28
日
（
水
）
～
平

成
29
年
１
月
10
日
（
火
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時

■
入
場
料　

無
料

【
生
け
花
体
験
教
室
】

■
と
き　

12
月
27
日
（
火
）
午
前

10
時
30
分
～
、
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿
蔵
旧
宅
（
江

向
）

■
講
師　

池
坊
萩
支
部

■
定
員　

各
20
人
（
先
着
順
、
申

し
込
み
が
必
要
）

■
参
加
料　

５
０
０
円（
お
花
代
）

※
花
ば
さ
み
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会申

し
込
み

12
月
１
日
～
16
日
ま
で
に
、
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
（
２
５
・

３
２
９
０
）
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
明
倫
学
舎 

職
員

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
明
倫
学
舎
（
設
立
認

証
手
続
中
）
は
、
平
成
29
年
３
月

４
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
新
た
な
観

光
起
点
施
設「
萩
・
明
倫
学
舎
」で
、

行
政
と
協
働
で
運
営
に
参
画
し
、

市
民
参
加
に
よ
る
観
光
を
基
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

団
体
で
す
。
運
営
を
会
員
と
と
も

に
支
え
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種　

一
般
事
務

■
募
集
人
員　

４
人
程
度

■
雇
用
期
間　

平
成
29
年
４
月
１

日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
た
だ

し
、
正
職
員
に
登
用
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
）

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
１
日
７
時
間
45

分
、
週
５
日
勤
務
）

※
「
萩
・
明
倫
学
舎
」
は
、
年
中

無
休
の
た
め
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
交
代
で
勤
務
。

■
勤
務
内
容　

法
人
の
経
理
事

務
、
会
員
活
動
の
補
助
業
務
、
事

業
企
画
、
観
光
案
内
業
務

■
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
方

①
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
の
一

般
的
な
操
作
が
で
き
る
方

②
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定

可
）
を
有
し
て
い
る
方

③
採
用
後
は
原
則
と
し
て
萩
市
に

在
住
で
き
る
方

■
賃
金　

月
額
15
万
円

※
通
勤
手
当
、一
時
金
、退
職
金
有

り
。

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
に
加
入
。

■
選
考
方
法

①
第
１
次
選
考
（
書
類
選
考
）

※
結
果
は
１
月
24
日
頃
を
め
ど

に
、応
募
者
全
員
に
郵
送
で
通
知
。

②
第
２
次
選
考
（
面
接
）

▽
試
験
日　

２
月
上
旬

※
詳
し
く
は
、
第
１
次
選
考
結
果

通
知
の
際
に
お
知
ら
せ
。
市
内
で

行
い
ま
す
が
、
受
験
に
係
る
旅
費

等
は
応
募
者
負
担
。

■
採
用
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

■
応
募
方
法　

12
月
２
日
～
平
成

29
年
１
月
13
日
に
、市
販
の
履
歴

書（
写
真
貼
付
）、作
文
「
萩
市
の

観
光
に
つ
い
て
」（
６
０
０
～
８
０

０
字
程
度
）を
郵
送
ま
た
は
持
参

※
履
歴
書
に
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

程
度
お
よ
び
普
通
自
動
車
免
許
の

有
無
を
明
記
。
提
出
さ
れ
た
履
歴

書
と
作
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
江

向
５
１
０
番
地　

萩
・
明
倫
学
舎

推
進
課
内
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
明
倫
学
舎

事
務
局
」（
２
５
・
３
１
１
７
）

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

山
口
県
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り

対
策
に
つ
い
て
の
報
告
や
体
験
発

表
、
講
演
、
活
動
団
体
や
ひ
き
こ

も
り
関
連
情
報
の
パ
ネ
ル
展
示
が

あ
り
ま
す
。

■
と
き　

12
月
４
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
（
受
付
は
午
後

１
時
～
）
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■
と
こ
ろ　

山
口
県
総
合
保
健
会

館
（
山
口
市
）

■
演
題　
「
ひ
き
こ
も
り
と
家
族

～
ひ
き
こ
も
り
脱
出
の
カ
ギ
～
」

■
講
師　

斎
藤
ま
さ
子
（
新
潟
青せ
い

陵り
ょ
う

大
学
看
護
学
部
看
護
学
科
教

授
）

■
入
場
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
手
話
通
訳
･
要
約
筆
記
あ
り
。

問
い
合
わ
せ

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
５
・
２
７
・
３
４
８
０
）

萩
も
の
し
り
修
士
・
博
士

の
会 

手
作
り
講
座

　

検
定
合
格
者
の
集
い
で
あ
る
萩

も
の
し
り
修
士
・
博
士
の
会
で
は
、

会
員
が
調
査
・
研
究
し
た
こ
と
を

発
表
し
、
お
互
い
に
学
び
あ
う
た

め
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

通
常
は
会
員
向
け
に
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
一
般
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

12
月
18
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時
（
受
付
開
始
午
後
０

時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

■
演
題
（
各
約
40
分
）

「
山
県
有
朋
の
素
晴
ら
し
さ
」、「
須

佐
と
須す
さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
命
の
関
係
に
つ
い

て
」、「
大
村
益
次
郎
と
そ
の
時
代
」

■
定
員　

一
般
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

３
０
０
円（
資
料
代
、

お
茶
・
お
菓
子
代
）

■
申
込
期
間　

12
月
１
日
～
12
日

主
催
・
申
し
込
み

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
内
萩

も
の
し
り
修
士
・
博
士
の
会
事
務

局
（
２
５
・
３
２
９
０
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒

　

特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

と
し
て
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が

ら
、
高
等
学
校
教
育
や
防
衛
基
礎

な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
受
験
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未

満
で
、
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
の
男
子
（
平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
）

■
受
付
期
限　

平
成
29
年
１
月
６

日■
試
験
日　

▽
１
次
試
験
＝
平
成

29
年
１
月
21
日
（
土
）、
▽
２
次

試
験
＝
平
成
29
年
２
月
２
日（
木
）

～
５
日
（
日
）
の
間

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

（
２
２
・
２
４
０
９
）

　

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
の

構
成
資
産
の
一
つ
で
、
国
指
定
史

跡
で
も
あ
る
「
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船

所
跡
」で
は
、現
在
実
施
中
の
発
掘

調
査
現
場
の
現
地
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。昨
年
度
に
引
き
続
き
、丙へ
い

辰し
ん

丸ま
る

と
庚
こ
う
し
ん申
丸ま
る

の
ド
ッ
ク
跡
と
切き
り

組く
み

木ご

や屋（
原
寸
大
図
面
を
も
と
に

各
部
材
を
加
工
し
、組
立
て
る
作

業
場
）跡
の
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。本
年
度
の
発
掘
調
査
箇
所
も

調
査
終
了
後
は
、遺
構
保
護
の
た

め
埋
め
戻
し
ま
す
。約
１
５
０
年

振
り
に
姿
を
現
し
た
造
船
所
跡
の

様
子
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

12
月
17
日
（
土
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ　

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所

跡■
内
容　

発
掘
調
査
概
要
の
説
明

と
発
掘
現
場
の
見
学

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
暖
か
い
服
装
・
動
き
や
す
い
履

物
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
山
口
県
漁
業
協
同
組
合

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
独
身
者
の
相
談
を
受
け
、
登

録
さ
れ
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま

す
。

■
と
き　

12
月
２
日
（
金
）、３
日

（
土
）、６
日
（
火
）、９
日
（
金
）、

13
日
（
火
）、16
日
（
金
）、17
日

（
土
）、20
日
（
火
）、25
日
（
日
）、

27
日
（
火
）午
前
９
時
～
正
午
、午

後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
庁
舎
２

階■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
者

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所

恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
の

発
掘
調
査
現
地
見
学
会

△丙辰丸ドックと庚申丸ドック
の発掘調査風景 △発掘現場と臨時駐車場

の位置関係

●

●

●

●

P

恵美須ヶ鼻
造船所跡

道の駅
萩しーまーと

萩
反
射
炉

臨
時
駐
車
場

小
畑
支
店
前
の
「
臨
時
駐
車
場
」

（
無
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（

２
５
・
３
６
５
４
）
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消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

12
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

馬う
ま
や
は
ら
た
つ
や

屋
原
達
矢

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週

間
で
す
。

■
と
き　

12
月
13
日
（
火
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

人
権
相
談
（
家
庭
内
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ

る
相
談
）、
行
政
相
談
（
国
の
仕

事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
）、
公
証
相
談
（
遺
言
書

な
ど
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
）

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
法
律
相
談

■
と
き　

12
月
28
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

長な
が
た
に
よ
し
あ
き

谷
義
明

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
12
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅

伝
競
走
大
会

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
22
日

（
日
）
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

■
チ
ー
ム
編
成　

監
督
１
人
・
選

手
６
人
・
補
欠
３
人
以
内

■
参
加
資
格　

平
成
28
年
度
萩
市

ま
た
は
阿
武
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
者

■
参
加
料　

無
料

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）ま
で

す
み
す
り

開
館
20
周
年
記
念
特
別
企
画
展
Ⅱ

「
赤
間
硯
の
造
形
」

▽
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
２
０
０
円
、
70
歳
以
上
と
18
歳

以
下
は
無
料

▽
休
館
日　

12
月
12
日
（
月
）、26

日
（
月
）～
平
成
29
年
１
月
１
日

（
日
・
祝
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

■
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午
前

11
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
２
階
展
示
室

12
月
３
日（
土
）〜

　

平
成
29
年
１
月
29
日

現
在
形
の
陶
芸

萩
大
賞
展
Ⅳ

　

国
内
外
よ
り
応
募
さ
れ
た
作
品

か
ら
、二
次
に
わ
た
る
厳
正
な
審
査

萩大賞を受賞した渋
し ぶ や

谷英
え い い ち

一さん
（萩市）の作品「黒

こく

彩
さい

器
き

−相
そう

−」

を
通
過
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
70

歳
以
上
の
方
・
学
生
４
５
０
円
、

18
歳
以
下
は
無
料

◎
表
彰
式
・
講
評
会

■
と
き　

12
月
３
日（
土
）表
彰
式

＝
午
後
３
時
～
３
時
30
分
、講
評

会
＝
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
・
２
階
展
示
室

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

■
と
き　

12
月
４
日
、18
日
、平
成

29
年
１
月
15
日
、29
日
（
い
ず
れ

も
日
曜
日
）午
前
11
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

本
館
２
階
展
示
室

◎
マ
ル
シ
ェ
・
ド
・
ノ
エ
ル

　

フ
ラ
ン
ス
の
冬
を
彩
る
ク
リ
ス

マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、小
さ
な
店
等
が
集
ま
り
ま
す
。

■
と
き　

12
月
10
日
（
土
）、11
日

（
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー

■
と
き　

12
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～（
開
場
午
後
１
時
～
）

■
と
こ
ろ　

講
座
室

■
上
映
作
品
「
ア
ー
サ
ー
・
ク
リ

ス
マ
ス
の
大
冒
険
」（
上
映
時
間
：

１
時
間
40
分
）

■
定
員　

先
着
84
人
（
座
席
数
84

席
・
全
席
自
由
）

※
当
日
正
午
か
ら
受
付
で
整
理
券

を
配
布
。
小
学
３
年
生
以
下
の
入

場
は
、大
人
の
方
の
同
伴
が
必
要
。

■
入
場
料　

無
料
（
展
示
室
の
入

場
は
観
覧
券
が
必
要
）

■
申
込
方
法　

12
月
16
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

■
主
催　

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
、
萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
連
絡
協
議
会

申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

Ｊ
Ａ
女
性
部
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り

　

食
と
農
を
通
じ
て
地
域
交
流
を

深
め
ま
す
。
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■
と
き　

12
月
３
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
前

■
内
容　

農
産
物
・
加
工
品
販
売
、

女
性
部
手
作
り
！
地
産
地
消
肉
う

ど
ん
等

■
主
催　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
総
務
部
企
画

情
報
課
（
２
２
・
３
７
６
０
）

陶
と
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
生
け
花
展
）

　

萩
陶
芸
家
協
会
と
萩
華
道
協
会

に
よ
る
コ
ラ
ボ
展
（
生
け
花
展
）

で
、
萩
焼
と
華
道
の
魅
力
を
紹
介

し
ま
す
。
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館
の
「
萩
大
賞
展
Ⅳ
」
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

12
月
７
日
（
水
）
～
11

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

旧
久
保
田
家
住
宅

（
呉
服
町
）

■
展
示
作
品　

生
け
花
約
20
点

※
萩
陶
芸
家
協
会
の
陶
芸
家
の
花

器
に
、
萩
華
道
協
会
が
花
を
生
け

ま
す
。

■
入
場
料　

１
０
０
円

■
主
催　

現
在
形
の
陶
芸 

萩
大

賞
展
Ⅳ
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
６
３
８
）

萩
高
等
学
校
合
唱
部
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

■
と
き　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

全
国
大
会
Ｗ
出
場
の
萩

高
合
唱
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
ビ
ン

ゴ
大
会

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

住
み
や
す
い
明
木
を
育

て
る
会

問
い
合
わ
せ

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
旭
事
務
所

（
５
６
・
０
８
５
６
）

ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

■
と
き　

12
月
17
日
（
土
）
午
後

６
時
～
８
時

■
と
こ
ろ　

至
誠
館
大
学
花か
こ
う江

会

館
（
交
流
会
館
）

■
内
容　

ミ
ニ
ケ
ー
キ
づ
く
り
、

リ
ー
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
づ

く
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
ダ

ン
ス
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど

■
対
象
者　

小
学
生
以
下
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
等（
申
込
不
要
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

至
誠
館
大
学
（
２
４
・
４
０
０
０
）

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
11
月
１
日
号
萩
ふ
る
さ
と

ま
つ
り（
２
ペ
ー
ジ
）の
中
央
公
園

お
ま
つ
り
広
場
で
の
催
し
の
名
称

に
、誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）少
林
寺
拳
法
演
舞
→（
正
）少

林
寺
拳
法
演
武

　

市
報
11
月
15
日
号
平
成
28
年
度

萩
市
教
育
文
化
奨
励
賞
（
４
ペ
ー

ジ
）
の
見
島
牛
保
存
会
の
設
立
日

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）平
成
42
年
設
立
→
（
正
）昭

和
42
年
設
立

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○八重子のハミング
○後妻業の女
○秋の理由
○群青色のとおり道
○何者
○スターウォーズ ローグ・ワン

上映中〜1月
上映中〜12/2
上映中〜12/2
上映中〜12/2

12/3〜
12/16〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

12
月
４
日（
日
）ま
で

秋
期
企
画
展

江
戸
時
代
の
科
学
と
技
術

ー
天
文
・
医
学
・
機か

ら
く
り巧

ー

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

蒸
気
車
模
型 

︱ 

江
戸
時
代
、
萩

城
内
を
蒸
気
機
関
車
の
模
型
が

走
っ
た
！

　

幕
末
の
日
本
に
存
在
し
た
蒸
気

機
関
車
の
模
型
で
現
存
す
る
４
台

の
う
ち
の
１
台
が
、萩
博
物
館
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
模
型

は
、萩
藩（
長
州
藩
）の
第
13
代
藩

主
毛
利
敬
親
の
孫
、興お
き
ま
る丸（
の
ち
の

毛
利
元
昭
）か
ら
、そ
の
守も
り
や
く役
の
近

藤
政
信
に
下
賜
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
も
の
で
す
。そ
の
伝
来
か
ら

後
年
「
興
丸
号
」と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。萩
藩
の
科
学
者
中な
か
し
ま
じ
へ
い

島
治
平

が
長
崎
で
汽
車
模
型
を
購
入
し
て

藩
主
へ
献
上
し
、萩
城
内
で
試
運

転
し
た
と
い
う
資
料
も
残
っ
て
い

ま
す
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

本
展
担
当
の
道ど
う
さ
こ
し
ん
ご

迫
真
吾
主
任
学

芸
員
が
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　

12
月
３
日
（
土
）
午
後

２
時
～

▽
参
加
料　

無
料（
観
覧
料
が
必

要
）

※
開
始
時
間
の
５
分
前
に
企
画
展

示
室
入
口
に
集
合
。

次
回
企
画
展 

萩・夏
み
か
ん
物
語

■
と
き　

12
月
17
日
（
土
）
～
平

成
29
年
４
月
９
日
（
日
）

　

明
治
維
新
の
後
、萩
の
人
々
を

経
済
的
に
支
え
続
け
、結
果
と
し

て
江
戸
時
代
の
絵
図
を
地
図
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る「
ま
ち
」を

守
っ
た「
夏
み
か
ん
」を
、多
角
的

な
視
点
で
再
発
見
し
ま
す
。

幕末の萩の侍たちを驚かせた汽車
模型「興

おきまるごう

丸号」（萩博物館蔵）
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

4 ㊐
人権に関する図書コーナー

「いのち・じゆう・びょうどう」
（〜1/10）　　　　　　　　　

9:00〜

9:30〜

萩・明木
図書館

須佐図書館
7 ㊌ くつ下ハギレでつくろう 15:30〜 明木図書館
9 ㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館
10㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館
14㊌ リースをつくろう 15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：5㊊、12㊊
　　　　明木図書館：5㊊、12㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜

1 ㊍ ピヨピヨ「フラワーアレンジ」
（定員：15人、参加料：1000円）（要申込） 10:30〜11:30

9 ㊎ だんすダンス 19:00〜20:00
10㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00

14㊌
ベビーマッサージ教室（定員：5組） 10:00〜11:30
国際交流員ティリーの読み聞かせ

（子ども図書館） 16:00〜

15㊍ ピヨピヨ「クリスマス会」 10:30〜11:30

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
6㊋、13㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）
 7㊌   未就園児への園舎開放日「てんし組」
　　   ※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
         サート、パネルシアターなど

10:00〜11：30

萩
1 ㊍

2 ㊎

6 ㊋
8 ㊍

9 ㊎

11 ㊐
12 ㊊
13 ㊋

14 ㊌

15 ㊍

地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ

13:30〜椿東小地域ふれあいセ

10:00〜萩市保セ
10:00〜萩市保セ

9:30〜大島公民館

10:00〜椿東小地域ふれあいセ
10:30〜中央公園

13:30〜三見公民館
13:30〜県漁協越ヶ浜支店

9:30〜萩市保セ
13:30〜御許町公会堂

10:00〜萩市保セ
10:00〜萩市保セ
13:00〜萩市保セ

18:00〜見島ふれあいセ

10:00〜萩市保セ
13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜萩市保セ
13:30〜浜崎みんなの家

　栄養相談日・健康相談日（要予約）
●母子相談室　
●1歳児集まれ教室（H27.12月生まれ）
　こころの相談日（要予約）
　椿東健康づくり教室
●子育て輪づくりクリスマス会（樽屋町・今魚店町・
　細工町・塩屋町・恵美須町・米屋町・津守町・吉田町・
　熊谷町・五間町・田町・古萩町・今古萩町・北古萩町・
　城東地区・浜崎町・東浜崎町）
●ベビィ♪楽楽アカデミー
●子育て輪づくりクリスマス会（大島）

●子育て輪づくりクリスマス会（椿東）

　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）
　三見ソナタ
　越ヶ浜地区健康教室
●パパママセミナー
　御許町健康教室
●ベビィ♪楽楽アカデミー
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健康診査
　見島女性サロン健康教室
●子育て輪づくりクリスマス会（川島・土原・橋本町・
　唐樋町・御許町・江向）
●1歳6か月児健康診査
●10か月児相談　
　こころの相談日（要予約）
　浜崎タマちゃん体操会

むつみ・福栄
6 ㊋
8 ㊍

15 ㊍

地域
9:30〜福栄コミュニティセ

13:30〜福栄保セ

13:30〜むつみ農村環境改善セ

　健康づくり教室（栄養編）
　福栄楽しく体を動かす会
　むつみ楽しく体を動かす会
　

5 ㊊
川上・旭

9:30〜川上保セ　川上運動教室
地域

田万川・須佐
1 ㊍
2 ㊎
5 ㊊
6 ㊋
9 ㊎

10 ㊏
13 ㊋
14 ㊌
15 ㊍

地域
9:30 〜須佐保セ

10:00 〜小川交流セ
10:00 〜田万川農村婦人の家

10:00 〜田万川総合事務所
14:00 〜須佐保セ
10:00 〜須佐保セ
9:30 〜小川交流セ
9:30 〜弥富公民館

9:30 〜須佐保セ

　元気もりもり体操会
　エアロビクス講座
　平山台体操
　ノルディックウォーキング
　みんなの健康運動教室
●クリスマス会
　萩市健康体操教室
　弥富元気クラブ
　元気もりもり体操会

萩健康福祉センター ☎25・2667
12 ㊊
14 ㊌

●乳幼児発達クリニック
　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウイルス検査
　（血液検査）（要予約）
　風しん抗体検査（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ即日検査　（血液検査）（要予約）

13:00 〜

13:00 〜
13:00 〜
13:00 〜
13:30 〜

14:00 〜、17:00 〜

3 ㊏
 明倫サッカー萩大会（〜4日）
　　　　　　　　　　8:30〜明倫小学校グラウンドほか
 ミニバスケットボール萩大会　　8:30〜市民体育館
 旭地域 旭駅伝大会　　　　13:30〜佐々並〜明木

4 ㊐
 萩広域ゲートボール祭り　　　9:00〜萩甲子園球場
 萩市社会人卓球大会　　　　　9:00〜市民体育館
 萩市スポーツ少年団秋季新人バレーボール大会
　　　　　　　　　　　　　　　　8:30〜田万川体育館

10㊏  維新の里 萩城下町マラソン
　開会式・ゲストランナー交流会　15:30〜萩武道館

11㊐  維新の里 萩城下町マラソン
10:00〜萩ウェルネスパークほか
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1 ㊍
●人権相談　　　　　　　　　　　　　（13:00〜/むつみコミュニティセンター）外科 大藤（椿） 21・0002
○ウィンターイルミネーション 〜31日　　　　　　　　（17:30〜/市役所前庭）内科 市原（塩屋町） 22・0184

2 ㊎
●中央公民館合同作品発表会 〜4日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 田町（東田町） 24・1234
○ふれあいステーション須佐イルミネーション 〜1/3　　（17:00〜/JR須佐駅前）内科 みやうち（椿） 25・2500

3 ㊏
○シクラメンフェア 〜4日 （9:00〜/道の駅「ハピネスふくえ」）外科 兼田（吉田町） 22・1113
○県立萩美術館・浦上記念館 現在形の陶芸 萩大賞展Ⅳ 〜1/29 内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

（9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）

4 ㊐
●認知症サポーター養成講座  （13:30〜/市民館） 内科・歯科（外科）
○混声合唱団萩クライネルコール定期演奏会　　   （14:00〜/市民館大ホール）休日急患診療センター（椿）26・1397

5 ㊊
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

6 ㊋
○心配ごと相談　　　　 （13:30〜/総合福祉センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

7 ㊌
○陶と花のコラボレーション 〜11日　　 （9:00〜/旧久保田家住宅）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

8 ㊍
外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 波多野（堀内） 25・2788

9 ㊎
●行政相談　　  （9:00〜/福栄農業担い手育成センター、10:00〜/旭活性化センター）外科 かわかみ（椿東） 21・7538
●中央高齢者教室作品展 〜11日 （9:00〜/市民館小ホール）内科 山本（椿東） 26・0077
●消費生活無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）小児科 いわたに（椿東） 24・2100

10㊏
●人権の心をはぐくむ市民の集い （13:00〜/市民館大ホール）外科 田町（東田町） 24・1234

内科 藤原（土原） 22・0781

11㊐
●維新の里 萩城下町マラソン　　　　　（10:00〜/萩ウェルネスパーク〜城下町） 内科・歯科（外科）
○恋活PARTY 萩市出会いの場づくり応援事業 休日急患診療センター（椿）26・1397
   〜はぎキューピットプロジェクト〜 （19:00〜/萩本陣）

12㊊
外科 大藤（椿） 21・0002
内科 柳井（橋本町） 22・0748

13㊋
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）外科 都志見（江向） 22・2811
○心配ごと相談　　　　　　　　   　  （13:30〜/むつみ地域世代交流拠点施設）内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

14㊌
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

15㊍
●行政相談（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 市原（塩屋町） 22・0184

16㊎

17㊏
●萩博物館「萩・夏みかん物語」 〜4/9 （9:00〜/萩博物館）

日月火水木金土
2 3

54 7 8 9 10
13

19 20
11 15 16 1714
18 23 2422
12

26 2725
21

6

3128 2930

1

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

１ →15日 日

月

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

4日㊐
11日㊐

［内外科］
［内外科］

休日急患診療セ
福賀診療所

26・1397
08388・5・0863

※阿北地区（萩地域以外）

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

※小児科は、9日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後4時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。
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　私たちの歌声で萩市を元気に！
　昭和 23 年創部と伝統ある、萩高等学校合唱部。
今年10 月には、全国の高校合唱部の夢の舞台である

「ＮＨＫ全国学校音楽コンクール」と「全日本合唱コ
ンクール」に W 出場するなど、その実力も県内有数。
　これまでの活動が認められ、今年度の萩市教育文化
奨励賞特別賞も受賞するなど、ますます実力に磨きが
かかる、萩高校合唱部の更なる活躍が期待されます。

▶秋山香乃（あきやまかの）（1968 〜）
　福岡県生まれ。作家。『歳三往きてまた』でデビュー。山
田顕義を描いた『五稜郭を落した男』や『総司炎の如く』

『晋作蒼き烈日』『吉田松陰大
やまとさんさん

和燦々』など、幕末を生きた
人物をはじめとした、多くの歴史小説を手掛ける。

△山田顕義誕生地・顕
けんぎえん

義園

秋山香乃『山田顕義ー法治国家への歩み』
（2006 年 萩ものがたり）

　14 歳で松下村塾門下生、明治期には初代司法大臣とな
るなど、法治国家のため尽力。また、日本大学や国学院大
学の学祖としても知られる山田顕

あきよし

義を描いた物語です。

　戊辰戦争の始まりである、鳥羽・伏見の戦いに臨むに
あたり、薩摩藩は西郷隆盛が大将を務めるも、長州藩は、
世にはまだ知られていない山田顕義を推してきます。
　弱冠、二十三歳、身長百五十センチ。しかも、当人のせ
いではないが、この男、極めて童顔である。出兵当時の写
真が残っているが、洋式軍服に身を包んでいるのはいい
が、よくよく見るとだぶだぶで、長すぎる袖の先から指が
全部は出ていない。顕義を見たときの薩摩の動揺の大き
さは想像に難くない。隆盛は大村益次郎に向かい、「あの
小
こわっぱ

童に何が出来る」と詰め寄ったという。
　薩摩が５,000 人用意した兵数に対して、長州側はわず
か700 余人のみであったことに加え、顕義の外見からも、
長州藩のやる気を疑い、当初は不満のあった薩摩の面々
ですが、戦いが始まると、その評価は一変します。
　だが、それらの憤

ふんまん

懣も、鳥羽・伏見戦の初日が終わるこ
ろには、賞賛へと転じていた。寡兵でありながらも顕義は
圧勝をおさめ、「あの小童、用兵の天才でごわす」と隆盛を
して感嘆させたという。
　翌日、顕義は、征討総督副参謀に抜擢された。長州藩内
だけでなく、その実力が広く認められた結果である。

※萩図書館編『萩のまち文学散歩』を参考にしています。

萩図書館で
読んでみよう
萩が描かれた文学
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